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『リハビリカプセル工法』

亜硝酸リチウムを用いた塩害・中性化補修技術

一般社団法人コンクリートメンテナンス協会

インフラ⾧寿命化技術フェア2019
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・亜硝酸イオン、リチウムイオンを含有するコンクリート補修材料

・原材料は「天然ガス」，「リシア輝石」

・外観は青色または黄色の透明水溶液

・濃度は40％（限界濃度）

Lithium Nitrite ； LiNO2

リチウムイオン

Li+

アルカリシリカゲルを
非膨張化する

『ASR対策』

亜硝酸イオン

NO2
－

不動態被膜の再生により
鉄筋腐食を抑制する

『塩害・中性化対策』

【亜硝酸リチウムとは】

・塩害，中性化はいずれも不動態被膜の破壊による鉄筋腐食の問題
⇒ 塩害，中性化対策とは，共に鉄筋腐食の抑制を図ること

・亜硝酸イオン（NO2
-）の防錆効果に関する研究は1960年代から多数報告

亜硝酸イオン（NO2
-）による不動態被膜再生メカニズム

【亜硝酸リチウムとは】 … 亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制

不動態皮膜

Fe3O4

Fe3O4Fe3O4

γ-Fe2O3

鉄筋周囲に亜硝酸イオン
（NO2

-）が供給されると・・・

亜硝酸イオン（ NO2
- ）が

不動態皮膜を再生する

不動態皮膜が破壊され，
鉄筋が腐食している状態
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・ASRは反応性骨材周囲に生成したアルカリシリカゲルの吸水膨張
⇒ ASR対策とは，ゲルの吸水膨張を抑制すること

・リチウムイオン（Li＋）のASR膨張抑制に関する研究は1950年代から多数報告

第2ステージ
『アルカリシリカゲルの膨張』

リチウムによるゲルの非膨張化

概
念
図

反
応
式

Na2O・nSiO2 ＋ mH2O 
(アルカリシリカゲル) (水)

→ Na2O・nSiO2・mH2O 
（吸水膨張！）

Na2O・nSiO2

NaとLiとのイオン交換

Li2O・nSiO2

水

水

反応性骨材

アルカリシリカゲル

水

水

Si

水

水

非膨張化されたゲル

水

水

Li

Li

反応性骨材

Si

リチウムイオン（Li＋）によるアルカリシリカゲルの非膨張化

【亜硝酸リチウムとは】 … リチウムイオンによるゲル非膨張化

表面含浸工『プロコンガードシステム』 表面被覆工『リハビリ被覆工法』

ひび割れ注入工『リハビリシリンダー工法』 断面修復工『リハビリ断面修復工法』
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【亜硝酸リチウムを用いた各種補修技術】
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NETIS：CG-120005-VR

亜硝酸リチウム内部圧入工法
『リハビリカプセル工法』

⇒ 塩害・中性化の根本的な補修工法

①コンクリートにφ10mm、L=100mm程度の削孔
を500mmの間隔で行う

②カプセル式加圧装置にて浸透拡散型亜硝酸
リチウムを部材表層部に内部圧入する

③削孔箇所を充填材にて埋め戻す

不動態皮膜を早急かつ確実に再生する

基本性能 『亜硝酸イオンによる鉄筋腐食の抑制』 （NETIS：CG-120005-VR）

亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制効果のみを目的とした工法

技術資料P.48

【リハビリカプセル工法】 … 工法概要（塩害、中性化の補修）
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【リハビリカプセル工法】 … 施工状況

【活用事例】 構造物全体を考慮した総合的な事後保全

・鉄筋腐食進行によって広範囲にコンクリートの浮き、剝離が発生している
⇒ 浮き、剝離、鉄筋露出範囲には必然的に部分断面修復を行う
その範囲にある鉄筋には亜硝酸リチウムを直接塗布できるため、
鉄筋腐食の進行は抑制される

・問題は、断面修復部以外の範囲をどうするか？
⇒ 同じ腐食環境であれば、将来的には鉄筋腐食が進行することは明らか

・断面修復部にも、それ以外にも亜硝酸リチウムを供給して、構造物全体の
鉄筋腐食進行を根本的に抑制する
⇒ 浮き、剝離箇所 ： 『リハビリ断面修復工法』
それ以外の全体 ： 『リハビリカプセル工法』

【施工例】 H30年
国土交通省
四国地方整備局
「本谷橋」
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技術資料P.66

【塩害・中性化で劣化したコンクリートの補修工法選定フローの例】

（潜伏期） （進展期） （加速期前期・加速期後期）

亜硝酸リチウム併用工法
リハビリシリンダー工法
プロコンガードシステムS
リハビリ被覆工法
リハビリ断面修復工法

鉄筋腐食抑制を
考慮した予防保全

亜硝酸リチウム併用工法
プロコンガードシステムS

亜硝酸リチウム併用工法
リハビリカプセル工法

または
電気防食工法
全断面修復工法
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